
















　　沙月の朝







　場所はガルアーク王国城。

　リオが国王フランソワから屋敷を下賜されて間もない日の早朝。

　屋敷の二階にある寝室の一つで。

「ん……」

　ベッドですやすやと寝息を立てていた皇沙月が、不意にぱちりと目を開けた。視界に映ったのは見慣れぬ天井。

（ここは……）

　一瞬、違和感を抱くが──、

（ああ、そっか。昨日からハルトくんの屋敷に泊めさせてもらっていたんだった）

　まだ寝惚けた頭で、その理由を思い出す。

「ふわあ……。んー！」

　無防備で可愛らしい欠伸を一つ。しかる後、よく寝たと、沙月は上半身を起こしながら大きく身体を伸ばしてほぐした。

（さて……）

　沙月は目覚めの良い方だ。二度寝したい欲求もないのか、ベッドから降りて立ち上がると、クローゼットへ向かった。そうして着替えを済ませると廊下に出て、一階へと続く階段へ向かう。が──、

（んー、早く起きすぎちゃったかな）

　屋敷の中はしんと静まり返っていた。通路の明かりは灯っているが、リビングやキッチンの照明魔道具は消えたままだ。

（朝の訓練をするって言っていたし、もう着替えも済ませちゃったからなあ……。よし、先に外に出て準備運動しよっと）

　部屋に戻るか、リビングで誰か起きてくるのを待っていてもいいが、じっとしているのは性分に合わない。沙月はリビングから庭へと通じる窓へと向かった。

　すると──、

（あれ……？）

　窓の鍵が開いていた。かけ忘れかとも思ったが──、

（ハルトくんだ）

　庭先で一人、動き回って剣を振るうリオの姿があった。

（他にはまだ誰もいないみたいね）

　ということは、沙月が二番乗りというわけだ。このまま外に出て声をかけてもいいのだが──、

（相変わらず綺麗な動きねえ……）

　沙月はつい立ち止まって、リオを眺めた。今のリオは剣を振る時以外には筋肉の力を使わず、風を操って移動している。だから動きが変則的で、かつ、無駄がない。予備動作もほとんどないせいで、傍から見ていても動き出しを捉えることができなかった。そんな動きが美しくて、ついつい見とれてしまう。

　それから、しばらくして我に返ると、参考にできるところはないか、食い入るように観察し始めた。そして──、

（……なんか部活の朝練を見学しているみたいね）

　と、不意にそんなことを思う。なんだか懐かしくて、同時に新鮮で、沙月はふふっと笑みを覗かせた。すると──、

「沙月さん？」

　いつの間にかリオが窓の傍に立っていて、沙月に声をかけてきた。

「ハ、ハルトくん!?」

「沙月さんの姿が見えたので……、おはようございます」

　びくりと身体を震わせる沙月。

「おはよう。相変わらず瞬間移動したみたいに現れるわね……」

「驚かせてすみません」

　リオはバツが悪そうに謝る。

「いや、いいんだけど。私もやろうかな。っと、その前に準備運動ね。ハルトくん、柔軟するの手伝ってくれる？」

「ええ、いいですよ」

「やった。じゃあ、先に柔軟からやろうかな」

　沙月はご機嫌に声を弾ませ、前屈をするべく座り込む。

　そうして、他の者達が起きてくるまで、リオと沙月はしばし二人きりの時間を過ごすことになる。最初にやってきたラティーファが触れあう二人の姿を目撃し、一気に騒がしくなったのはまた別のお話。
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